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医
療
医
療
・・
介
護
の
負
担
増
ノ
ー

介
護
の
負
担
増
ノ
ー

　

歯
科
医
は
わ

ず
か
２
年
の
補

管
期
間
を
気
に

す
る
が
、
天
文

学
者
は
「
地
球
の
環
境
に
よ

く
似
た
惑
星
な
ん
か
わ
ず
か

数
百
光
年
の
す
ぐ
近
く
に
た

く
さ
ん
あ
る
」
と
言
う
。

　

現
在
の
天
文
学
で
は
最
新

の
電
子
機
器
を
使
う
が
、
望

遠
鏡
だ
け
の
素
人
天
文
学
者

も
多
い
の
が
こ
の
世
界
で
あ

る
。

　

ガ
リ
レ
オ
や
ケ
プ
ラ
ー
が

駆
使
し
た
数
学
く
ら
い
は
歯

科
医
に
も
理
解
で
き
そ
う
だ

が
、
計
算
の
も
と
と
な
っ
た

観
測
デ
ー
タ
の
収
集
へ
の
根

気
は
芸
術
家
並
で
あ
る
。
夜

中
じ
ゅ
う
天
体
観
測
を
し
て

い
た
か
ら
昼
間
は
寝
ぼ
け
面

を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

真
理
を
探
求
し
空
を
み
あ

げ
て
い
た
天
文
学
者
も
宗
教

の
教
義
や
政
争
と
は
無
縁
で

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
放
言
家
の
文
豪

バ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
歯
医
者
は

人
の
口
に
金
を
入
れ
て
、
人

の
懐
か
ら
金
を
取
る
」
と
言

っ
た
ら
し
い
。「
小
説
家
の

苦
労
な
ん
か
誰
も
わ
か
っ
て

く
れ
な
い
」
と
ぼ
や
い
た
時

も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

「
金
を
取
れ
な
い
」
歯
医

者
の
苦
労
な
ん
か
わ
か
っ
て

く
れ
な
い
が
、
ぼ
や
い
て
ば

か
り
い
ら
れ
な
い
。

今日の数字

6737人
　2017年の歯科衛生士国家試
験の合格者数（厚労省発
表）。合格率は93.3％。

「
象
牙
質
過
敏
症
の
的
確
な
処
理
は
、
患
者

の
大
き
な
満
足
と
信
頼
に
つ
な
が
る
」
と
語

る
吉
山
氏
＝
４
月
16
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

国
策
と
し
て
歯
科
軽
視

清
水
議
員
（
上
）
と
辰
巳
議
員
（
下
）
＝
４
月
20
日
、
東
京

国
会
要
請 

地
元
議
員
へ
署
名
１
千
人
分
託
す

全
面
実
施
し
、
診
療
報
酬
制

度
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、

歯
科
は
不
当
に
低
い
点
数
で

扱
わ
れ
た
。
報
酬
単
価
に
お

い
て
も
医
科
の
半
分
、
歯
科

技
工
に
つ
い
て
は
「
き
わ
め

て
高
価
」
と
し
て
保
険
の
対

象
外
と
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
歯
科
医
師
会
の
要
望
を
受

け
入
れ
、〝
咀
嚼
能
率
50
％
以

下
〞、〝
７
歯
欠
損
以
上
〞
な

ど
の
厳
し
い
制
限
を
課
し
て

補
綴
を
保
険
に
収
載
し
た
。

　

61
年
に
国
民
皆
保
険
が
実

現
し
た
。
同
時
に
歯
科
で
は

差
額
制
度
が
容
認
さ
れ
る
。

60
年
頃
か
ら
経
済
成
長
の
も

と
で
、
皆
保
険
に
よ
っ
て
患

者
が
急
増
し
歯
科
界
も
「
繁

栄
」
の
時
代
を
迎
え
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
自
費
や
法
外

―
歯
科
医
療
費
が
長
年
抑
え

ら
れ
て
い
る
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
か
。

　

国
民
医
療
費
に
占
め
る
歯

科
医
療
費
の
割
合
（
図
）

は
、
１
９
８
０
年
以
降
低
下

の
一
途
で
、
こ
こ
数
年
は
６

〜
７
％
に
過
ぎ
な
い
。
２
０

０
０
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で

の
概
算
医
療
費
の
伸
び
を
見

る
と
、
14
年
間
で
10
兆
５
千

億
円
の
内
、
病
院
が
４
・
６

　2018年の診療報酬改定へ向け、保
団連は「保険で良い歯科医療」の実
現を目指し請願署名をスタートし
た。歯科医療政策の歴史と改善要求
運動の意義について、全国保険医団
体連合会の宇佐美宏歯科代表に聞い
た。

兆
円
（
44
％
）、
調
剤
薬
局

が
４
・
４
兆
円
（
42
％
）、

診
療
所
が
１
・
１
兆
円
（
11

％
）、
歯
科
が
０
・
２
兆
円

（
２
％
）
だ
。
歯
科
医
療
費

が
い
か
に
抑
え
ら
れ
て
き
た

か
は
一
目
瞭
然
だ
。

　

ま
た
、
歯
科
医
院
間
に
経

済
的
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
。
２
０
０
０
年
に
「
か
初

診
」
が
新
設
さ
れ
て
以
降
、

歯
科
医
院
の
収
支
差
額
の
平

均
値
と
最
頻
値
に
大
き
な
開

き
が
見
ら
れ
る
。
施
設
基
準

が
導
入
さ
れ
、
対
応
で
き
る

医
院
と
で
き
な
い
医
院
間

に
、
経
営
格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

―
歯
科
軽
視
の
出
発
点
は
ど

こ
に
あ
っ
た
か
。

　

日
本
の
近
代
医
療
は
、

「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
」

を
最
重
点
に
置
い
た
明
治
政

府
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

当
時
、
明
治
政
府
は
近
代
化

政
策
の
中
で
漢
方
医
学
か
ら

西
洋
医
学
に
転
換
し
、
国
策

と
し
て
医
師
の
養
成
に
取
り

組
ん
だ
。
し
か
し
、
歯
科
医

療
は
軍
陣
医
学
や
伝
染
病
対

策
を
主
と
す
る
政
府
の
医
療

政
策
上
、
重
視
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

政
府
は
１
９
２
７
年
（
昭

和
２
年
）
に
健
康
保
険
法
を

な
差
額
徴
収
に
頼
る
傾
向
が

一
部
の
歯
科
開
業
医
に
現

　

協
会
、
保
団
連
の
要
請
団

は
、「
負
担
増
は
、
低
年
金

で
貯
金
を
す
り
減
ら
し
て
暮

ら
し
て
い
る
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
圧
迫
し
、
必
要
な
医
療

や
介
護
か
ら
遠
ざ
け
る
」

「
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
治

療
中
断
を
４
割
の
医
療
機
関

が
経
験
し
て
い
る
。
現
状
で

も
負
担
が
重
く
て
受
診
で
き

な
い
の
に
、
高
齢
者
の
負
担

が
増
え
れ
ば
さ
ら
に
受
診
を

控
え
、
手
遅
れ
に
な
る
。
お

金
の
心
配
な
く
受
診
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
以
上
負
担
を
増

や
さ
な
い
で
」
と
訴
え
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
清
水
忠
史

衆
議
院
議
員
（
共
産
）
は
、

「
新
た
な
負
担
増
で
必
要
な

介
護
を
利
用
で
き
ず
苦
し
む

高
齢
者
、
家
族
を
こ
れ
以
上

増
や
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
地
方
公
聴
会
も
開
か

ず
、
わ
ず
か
22
時
間
で
審
議

を
打
ち
切
っ
て
の
強
行
採
決

だ
。
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止

め
る
た
め
市
民
と
野
党
の
連

合
で
退
陣
さ
せ
よ
う
」
と
応

じ
、「
医
療
・
介
護
の
負
担

増
の
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
」
１
千
筆
の
紹
介
議
員
を

引
き
受
け
た
。
辰
巳
孝
太
郎

参
議
院
議
員
（
共
産
）
は
、

「
こ
の
前
負
担
が
増
え
た
と

こ
ろ
な
の
に
ま
た
負
担
増
を

計
画
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
ん
と
か
阻
止
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　

正
午
か
ら
、
２
０
０
人
が

参
加
し
た
「
介
護
保
険
法

『
改
悪
』
に
反
対
す
る
国
会

内
集
会
」
が
保
団
連
・
中
央

社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
主

催
で
開
か
れ
、
民
進
、
共

産
、
社
民
各
党
、
諸
会
派
の

衆
参
国
会
議
員
13
人
が
参
加

し
、
賛
同
と
激
励
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
、
６
人
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

　

保
団
連
は
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
の
実
現
へ
向

け
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新

請
願
署
名
の
第
一
次
集
約
分

を
６
月
の
国
会
行
動
で
議
員

に
託
す
。

フ
ァ
ク
タ
ー
の
除
去
と
し
て

プ
ラ
ー
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
食
生
活
の
改
善
、
知
覚
過

敏
用
歯
磨
剤
の
使
用
、
知
覚

過
敏
用
薬
剤
の
塗
布
な
ど
を

推
奨
し
た
。

　

侵
襲
性
の
治
療
と
し
て
、

レ
ジ
ン
充
填
や
レ
ー
ザ
ー
治

療
、
歯
周
外
科
手
術
に
つ
い

て
も
解
説
し
た
。

　

そ
の
他
、
象
牙
質
知
覚
過

敏
と
な
ら
び
、
う
蝕
・
歯
周

病
に
次
ぐ
第
３
の
歯
科
疾
患

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
歯

質
表
面
損
失
症
候
群
（
Ｔ
Ｓ

Ｌ
）
に
つ
い
て
言
及
。
象
牙

質
知
覚
過
敏
症
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｌ

の
ど
の
段
階
（
咬
耗
・
磨
耗

・
酸
蝕
・
咬
合
応
力
ひ
ず
み

・
歯
根
露
出
、
又
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
／
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ
ン

グ
・
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
・
漂
白
な
ど

の
医
療
行
為
等
）
で
も
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
注
意

を
促
し
た
。

　

政
府
は
２
０
１
７
年
度
か

ら
①
70
歳
以
上
高
齢
者
の
患

者
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
②

65
歳
以
上
の
療
養
病
床
患
者

の
居
住
費
負
担
③
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
引
き
上
げ
│
│

を
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
４
月
18
日
に
は

現
役
並
み
所
得
者
の
利
用
料

を
３
割
に
引
き
上
げ
る
な
ど

新
た
な
負
担
増
を
強
い
る
介

護
保
険
法
等
法
案
が
衆
院
で

採
択
さ
れ
、
参
院
に
回
さ
れ

た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
吉
山
昌

宏
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医

歯
薬
学
総
合
研
究
科
歯
科
保

存
修
復
学
分
野
教
授
）
を
講

師
に
、「
初
期
う
蝕
と
知
覚

過
敏
の
診
断
と
治
療
」
を
４

月
16
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、82
人
が
参
加
し
た
。

　

超
高
齢
化
が
進
む
近
年
、

楔
状
欠
損
や
歯
周
病
の
進
行

に
伴
う
歯
根
露
出
を
有
す
る

患
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
一
方
で
、
象
牙
質
知
覚

義
を
強
調
し
た
。

　

象
牙
質
知
覚
過
敏
症
の
治

療
で
は
、
ス
メ
ア
層
損
失
に

注
意
し
つ
つ
、
象
牙
細
管
を

封
鎖
し
て
神
経
伝
達
を
阻
害

し
、
侵
襲
性
の
少
な
い
治
療

を
選
択
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
紹
介
。
リ
ス
ク
・

過
敏
で
歯
科
医

を
受
診
す
る
率

は
日
本
34
％

で
、
米
国
60

％
、
欧
州
47
％

と
比
べ
て
低
い

の
が
現
状
だ
。

　

吉
山
氏
は

「
象
牙
質
過
敏

症
を
的
確
に
診

断
し
、
除
痛
処

理
を
お
こ
な
う

こ
と
は
、
患
者

さ
ん
の
大
き
な

満
足
と
信
頼
を

得
る
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
意

れ
、
国
民
の
批
判
の
的
と
な

っ
た
。 

（
つ
づ
く
）

岡山大・吉山昌宏氏が講演
象牙質過敏症の治療を解説

４月度生涯研修講座

　

協
会
は
４
月
20
日
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団

連
）
主
催
の
中
央
要
請
行
動
に
参
加
、
大
阪
選
出
の
衆
参

国
会
議
員
へ
医
療
・
介
護
の
負
担
増
中
止
、
介
護
保
険
法

等
地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法
案
の
慎
重
審
議
、
廃
案
を
要
請

し
た
。
行
動
に
は
18
協
会
・
医
会
か
ら
91
人
が
参
加
し

た
。
大
阪
歯
科
か
ら
は
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
ら
役
員
・

事
務
局
10
人
が
参
加
し
た
。 

（
関
連
２
面
）

図　診療種類別の国民医療費の推移（構成割合）

厚生労働省「国民医療費」より日本歯科総合研究機構作成（2007年度までは医科の入院・入院外医療費に療養費等を含む）

歯科診療医療費
薬局調剤医療費

医科診療医療費
入院外医療費

その他

医科診療医療費
入院医療費

13
（年度）

12111009080706050402
2000

989694929085
1980

構
成
割
合
（
％
）

3.73.7

37.437.4

34.134.1

17.817.8

6.86.86.96.96.96.97.07.07.17.17.47.47.37.37.67.67.87.87.97.98.48.48.58.58.58.58.98.99.19.19.89.89.99.910.510.510.710.7

17.117.117.217.216.416.416.216.215.515.515.015.014.214.213.813.813.113.111.411.49.29.26.76.75.15.14.14.13.03.02.62.61.91.91.41.4

34.634.634.834.835.135.136.036.036.336.338.238.238.638.638.838.839.039.039.639.641.541.5
41.341.343.743.744.944.945.445.445.745.743.443.447.647.6

37.637.637.337.337.737.736.836.836.836.836.936.937.037.036.636.636.936.937.337.337.537.5
37.437.436.836.838.838.841.141.141.541.544.244.240.340.3

3.73.73.83.83.93.93.93.94.04.02.62.62.62.63.13.13.23.23.33.33.43.46.16.15.45.43.13.10.60.60.30.3

「
保
険
で
良
い
歯
科
」請
願

５
月
末
第
一
次
集
約

保険で良い歯科を求めて

過去

未来
現在現在

①・

・


